檄
政権交代実現で、公共サービス再生と
　　分権･自治の確立、民主的公務員制度改革をめざそう！

第45回総選挙が、いよいよ本日からスタートした。
今回の選挙は、長きにわたって続いた自民党政権を終焉させ、民主党を中心とする政権交代を実現し、市民生活の安心・安全を守る政策の実行をめざす選挙である。
小泉政権以降の自公政権が進めてきた市場万能主義と構造改革路線は、地域医療、福祉・介護、年金等々の社会保障制度を崩壊の危機に追いやり、大量の非正規雇用労働者に対して、容赦のない首切りを行ってきた。
　こうした時にこそ、社会のセーフティネットとしての公共サービスの機能が発揮されるべきにもかかわらず、自公政権と自民党が推し進めてきた地方財政削減や定数削減の強要、地方自治体事業のアウトソーシングなどにより、地域の視点に立ったきめ細やかな行政サービスがあたかも無駄であるかのごとく扱われてきたことを私たちは決して忘れてはならない。
　我々がこの選挙でめざすものは、政権交代の実現によって市民生活優先の政策重視の政権を誕生させることであり、自治労がめざす公共サービスの再生、地方財政確立と分権自治の推進、男女平等社会の建設推進、民主的公務員制度確立と公正労働基準の確立などの実現をめざすことにある。
　

　自治労に結集する全ての組合員の取り組みで、１９名の自治労協力候補と、推薦する全ての候補の勝利をつかみ、８月３０日を政治と政策の転換点とすべく、組合員全員で展開しよう！
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